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２
０
１
６
年
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え

る
西
南
学
院
。
シ
ャ
フ
ナ
ー
学
長
は
「
創
立

者
Ｃ
・
Ｋ
・
ド
ー
ジ
ャ
ー
先
生
は
西
南
学
院

建
学
の
目
的
を
『
奉
仕
（
貢
献
）
で
き
る
若

者
を
育
て
る
た
め
に
』
と
語
っ
て
い
ま
す
。
今

こ
そ
、
こ
の
原
点
を
学
生
や
教
職
員
全
員
で

再
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
そ
の
こ
と
が
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『
地
域
や
国
際
社
会
に
奉
仕
す
る
創
造
的
な
人

材
育
成
』
と
い
う
目
指
す
べ
き
大
学
の
姿
に

つ
な
が
る
と
思
う
」
と
穏
や
か
な
語
り
口
な

が
ら
、
約
８
０
０
０
人
が
学
ぶ
大
学
の
さ
ら

な
る
飛
躍
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

女
子
同
窓
生
の
経
験
を
伝
え
て

現
在
、
女
子
学
生
が
約
６
割
を
占
め
て
い

る
中
で
、
西
南
ゆ
り
の
会
へ
の
学
長
の
期
待

も
大
き
く
「
男
女
共
同
参
画
と
は
言
い
な
が

ら
就
職
活
動
で
苦
労
す
る
女
子
学
生
は
多
い
。

ゆ
り
の
会
と
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
共
催

の
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
今
年
は
５
月
25
日

開
催
予
定
）
に
参
加
し
た
私
の
ゼ
ミ
生
が
『
と

て
も
励
み
に
な
っ
た
』
と
感
激
し
て
い
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
先
輩
の
話

を
実
際
に
聞
け
る
こ
と
は
大
変
良
い
機
会
に

な
る
と
思
う
の
で
、
仕
事
の
経
験
な
ど
を
い

ろ
ん
な
場
面
で
学
生
に
伝
え
て
ほ
し
い
」
と

要
望
。
さ
ら
に
大
学
の
女
性
教
職
員
を
増
や

す
こ
と
や
そ
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
も
強
い

関
心
を
示
さ
れ
「
大
学
と
し
て
何
が
必
要
で
、

何
が
で
き
る
か
な
ど
女
子
同
窓
生
の
意
見
を

聞
か
せ
て
ほ
し
い
し
、
力
を
借
り
た
い
」
と

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

内
面
か
ら
変
わ
っ
て
飛
び
立
と
う

教
会
活
動
を
通
し
て
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

海
外
に
関
心
が
あ
っ
た
と
い
う
学
長
は
、
ア

フ
リ
カ
・
ガ
ー
ナ
で
短
期
宣
教
師
と
し
て
活

動
す
る
な
ど
し
た
後
、
１
９
８
７
年
に
西
南

学
院
大
学
へ
。
こ
れ
ま
で
の
間
、
教
授
な
ど

と
し
て
だ
け
で
な
く
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
ワ
イ
ア
の

指
揮
者
と
し
て
多
く
の
女
子
学
生
、
卒
業
生

Ｋ
・
Ｊ
・
シ
ャ
フ
ナ
ー
新
学
長
に
聞
く

K.  J.  シャフナー学長の略歴

1952 年生まれ。82 年、米国サ
ウスウェスタン・バプテスト
神学大学院修士課程修了。87
年、西南学院大学文学部講師
に。同大国際文化学部教授な
どを経て 2014 年 12 月から現
職。同大初の女性学長。趣味
はハンドベルとパッチワーク。

西
南
学
院
大
学
の
第
10
代
学
長
に

２
０
１
４
年
12
月
、
Ｋ
・
Ｊ
・
シ
ャ
フ

ナ
ー
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
的

に
も
数
少
な
い
女
性
学
長
と
あ
っ
て
注

目
度
、
期
待
度
と
も
に
高
い
新
学
長
に

西
南
学
院
大
学
女
子
同
窓
会
（
西
南
ゆ

り
の
会
）
の
藤
井
千
佐
子
会
長
が
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
学
長

は
「
お
に
ぎ
り
で
は
な
く
チ
ョ
ウ
に

な
っ
て
」
と
約
３
万
６
０
０
０
人
の
女

子
同
窓
生
に
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「 

お
に
ぎ
り
で
は
な
く

　
　
　
チ
ョ
ウ
に
な
っ
て
」

学長室に掲げられた「西南よ基督に忠実なれ」の
額の前で。右は藤井千佐子・西南ゆりの会会長

と
接
し
て
き
て
期
待
す
る
こ
と
は
「
お
に
ぎ

り
で
は
な
く
チ
ョ
ウ
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
い

う
こ
と
。
聖
書
の
一
節
を
引
用
し
な
が
ら
「
お

に
ぎ
り
は
型
に
は
め
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し

て
、
チ
ョ
ウ
は
さ
な
ぎ
か
ら
変
身
し
て
羽
ば

た
く
で
し
ょ
う
。
外
見
の
美
で
は
な
く
、
自

分
自
身
が
内
面
か
ら
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
羽
を
広
げ
て
飛
び
立
つ
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の
姿
が
自
由
で
美
し

い
の
で
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

 

＝
４
、７
面
に
関
連
記
事
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● 多国籍の方々と社会貢献活動を

私は米国・ペンシルべニア大学

大学院で出会ったフランス人の夫と

2 人の子どもと共に 1979 年、パリ

から香港に移り住みました。さらに

2 人の子どもに恵まれ、子育ての傍

ら幾つかのチャリティ活動にボラン

ティアとしてかかわりました。香港

フィルを支援するレディズ・コミティ

では、会長を 3 期務め、募金活動を

通して同フィルの海外ツアーなどを

支えました。また、昨年 17 回を迎

えた北京国際音楽祭では、創立者マ

エストロ・ユ.ロン氏の依頼を受け、初年度から支援参加。現在

は国際アドバイザリー・ボードの一員です。その他にも香港芸

術館「友の会」ボードの一員として今年で 11 年目になります。

このように海外で多国籍の方々と共

に有意義な社会貢献活動ができますの

も、西南学院大学国際交流第一期生と

して、ニューヨーク州立大での留学体

験があったおかげです。私の人生を変

える大きな飛躍の第一歩でした。感謝

の意を込めて、2016 年の西南学院創立

100 周年を心からお祝い申し上げます。

● 学芸員として地域とつながる今

薩摩伝承館という鹿児島の歴史と

文化を紹介する美術館で学芸員をし

ています。鹿児島県指宿市にあり、

国内でも数少ない、旅館（指宿白水

館）が経営する美術館です。学芸員

としてのキャリアは 20 年になりま

すが、ここには 10 年前に入社して

美術館建設全般に関わり、2008 年

にオープンにこぎつけました。

学芸員の基本的な使命は文化財の

管理、保存、展示公開ですが、日本

陶磁史を中心に、伝統工芸品と風土

の結びつき、技の継承についても調査研究をしています。

昨年は「大名茶の時代 薩摩と九州山口の茶陶」展を企画し、

最新の研究成果をもとに中央政権と密接に結びつく茶陶の姿を

紹介しました。借用交渉から運搬、実施まで展覧会には苦労が

多いのですが、最もやりがいがあり、信頼の大切さと感謝を実

感する場です。西南学院大学での日々は学芸員という道への志

を育んだ今の私の原点です。

歴史や文化の中には現代社会に生かすことのできる経験や蓄

積が数多くあります。そんな輝

きとでもいうべきものを、これ

からも発信していきたいと考え

ています。

深
ふか

港
みなと

 恭
きょう

子
こ

さん
（92 期 国際）

鹿児島県在住

松
まつ

井
い

 妙
たえ

子
こ

さん
（72 期 文英）
香港在住

● “複眼” 児童とともに

「中山先生、おはようございます」と、

今朝も 1 年生が教室に入って来ました。

「さむ～い！」と、言ってハグしてくる子

もいます。今日の算数は、色と形のパター

ン。理科は、温度の勉強です。日本語

中
なか

山
やま

 菜
な

穂
ほ

子
こ

さん
（77 期 外仏）

米国
バージニア州
レストン在住

子どもたちは歌とダンスで、ひらがなを覚えます。
１年生の１日目から日本語だけで授業をします。

イマージョンプログラム（JIP）は、日本語を教えるのではなく、日本語で

教科を教えます。子どもたちは、日本語にどっぷりとつかって、教科内容

を学ぶ過程で日本語も身に付けていきます。

西南学院大学の仏専でフランス語とフランス文化の豊かさを学びました。

教師になりバンコク日本人学校へ。そこでの素晴らしい 3 年間は、私の人生

に国際理解教育という指針を与えてくれました。91 年に米国に派遣。勤務

の傍らバイリンガル教育の修士を取り、さらに JIP に夢中になりました。子ど

もたちは、スポンジの様に日本語と文化を吸収していきます。この子たちの

強みは、異文化の中で育った人々の考え方、感情表現に違いがあって当たり

前と思っていること。私は、彼らをこっそり “ 複眼 ” 児童と呼んでいます。

● 感動とおもてなしで故郷を元気に

昨年 5 月の第 30 回飯塚国際車いすテニス

大会は、日本人選手の男女シングルス優勝と

いう最高の結果で終えることができました。大

学時代にテニスをしていた縁で 30 年前に障害

者の方々と出会い、大会運営にかかわってき

ました。選手たちを通して目標を持った人間の

強さを目の当たりにし、少しの可能性があった

ら不可能なんてないと実感しています。大会

会長として延べ 2,000 人の市民ボランティア

による「イイヅカ方式」と呼ばれる運営方式で、

これからも夢と感動を発信する世界大会とし

て継続していきたいと考えています。

そして世界中の選手からもらった元気は、私自身の会社経営（㈱ニッツー

代表取締役）の原動力にもなっています。「高齢者も障害者も、子育ての

人もみんなが安心して暮らせるためのサポートをしたい」と、主にＬＰガス

販売を手掛ける私の会社が目指すのは、地元密着の「快適生活応援団」です。

「感動と感謝」「安心と安全」は人を幸せにします。車いすテニス大会と

会社を通して地域に貢献していきたい

前
まえ

田
だ

 恵
え

理
り

さん
（77 期 商経）

福岡県飯塚市在住

と思い

ます。

薩摩伝承館
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● 深い感謝とともに

卒業して大学院に進学した私は、

シェイクスピアの魅力に惹かれつつ

も、中退して朝日新聞の校閲専門記

者になる道を選びました。そして 2 年

ほど勤めた後、「外勤記者になりたい」

と考え、毎日新聞社を受験して取材現

場に飛び出したのでした。

その後、生活家庭部、科学環境部

などで、さまざまな分野の取材がで

きたことは大きな幸運でした。科学環

境部では「ネイチャー」「サイエンス」

といった専門誌を読むのも仕事でした

から、西南学院大学で培った英語力に随分と助けられました。国

連の世界女性会議を取材したり、海外の研究者にインタビューし

たりすることもあり、折々に大学時代を思い出していました。

20 年余りの新聞記者生活にピリオドを打ってからは、フリーラ

ンスのライターとして働いています。絵本の翻訳に取り組みつつ

英米文学の講読の授業を思い出すこともあり、母校への感謝の念

は年々深まる一方です。

● 好きなことを仕事に

世界中からカナダに集まるワーキング

ホリデーの方の現地生活や就職支援を通

して、彼らの夢の実現を応援しています。

また、Life Vancouver（現地情報メディ

ア）のライターとして情報を発信したり、

現地企業のプロモーションをお手伝いし

たりしています。Facebook（グループ

名：Fun Canada）ではトロントとバンクー

バーの情報（日・英）を発信しています。

今回でカナダに住むのは 3 度目です。1

度目は西南学院大学の交換留学生として、

2 度目はワーキングホリデーで、トロント

の旅行会社で働いていました。交換留学は、日本にとどまらず、日本

と海外の懸け橋となる仕事をしたいと考えるきっかけを与えてくれま

した。日本や豪州で働いていたこともありますが、自身の社会での役

割とやりたいことを追求して現在に至ります。現状になかなか満足で

きず常に悩んでいますが、母校

で学んだことを胸に、目の前の

チャンスを逃さず、日々精進して

いきたいと思っています。皆様

のますますのご活躍を心よりお

祈りしております。

● 誰かの役に立ちたくて

在学中より勉強を始め、6 年かかっ

て司法試験に合格し弁護士になりまし

た。後で知ったのですが、西南学院大

学では初めての女性合格者だったそう

です。

波
は

多
た

江
え

 愛
あい

子
こ

さん
（93 期 法法）
福岡市在住

趣味のランニング
（福岡市東区志賀島で）

今
いま

村
むら

 美
み

穂
ほ

さん
（06 期 文英）
カナダ
バンクーバー在住

美しいバンクーバー

デンマークで再生可能エネルギー
の活用に取り組むハーマンセン氏
と。同氏が登場する絵本『風の島
へようこそ』（福音館書店）を翻
訳した折にイベントで対談（2012
年、東京・銀座の教文館で）

● 日本にいて世界とつながる

西南学院大学卒業後、二つ目の会社で勤続

29 年となりました。米国の自動車メーカーの

日本法人で、今は人事部門の責任者です。学

生時代は授業もクラブも英語漬け。それがずっ

と役立っているので、幸せですね。

仕事では日常的に海外や外国人との接点が

あり、日本にいても、いわゆる異文化経験は

豊富です。結局、異文化とは一人ひとりのこと

であると日々、実感しています。例えば、年齢

も性別も同じ似たような経歴の日本人同士で

あっても、二人いれば思考や行動のパターン

が違い、異文化です。面倒くさかったり、対立

が起きたりすることもあります。その時、どうやって前進すればよいでしょ

うか？　これは人事という、人をテーマとした仕事での本質的課題の一つ

です。「相手を理解する」ことがカギだと思います。評価や判断をせず受け

止め、関心を寄せて理解する。すると、お互いに次が見えてきます。

皆がそのように考えて行動すれば会社全体が元気になり、その人たちが

一緒になって世界中の人々の役に立つモノやサービスを生み出すことがで

坂
さか

本
もと

 夏
なつ

子
こ

さん
（83 期 外英）
広島県在住

きます。日本にいながら、そうやって世界

とつながる仕事をしています。

アジアの同僚と

松
まつ

村
むら

 由
ゆ

利
り

子
こ

さん
（83 期 文英）

沖縄県石垣市在住

駆け出しのころに薬害肝炎訴訟の弁護団

に加わり国を相手に裁判をしたり、その後

は医療過誤の裁判などで経験を積みなが

ら、普段は相続や家族の問題、消費者問題、

借金問題など家事・民事事件を中心に活

動しています。

プライベートでは保育園から高校生まで

4 人の子どもの母です。忙し過ぎて子ども

の予定を忘れてしまうことや家の中が洗濯

物であふれかえることもありますが、周り

の助けを借りながら騒がしくも楽しい日々

を送っています。

昨年で自分の事務所を構えて 10 年とな

りました。一番の励みは依頼者の方から頂

く「ありがとうございました」の一言です。

仕事も子育ても次の 10 年が正念場と肝に

銘じ、これからも少しでも誰かの役に立つ

生き方をしていきたいと思っています。　
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２
０
１
５
年
１
月
24
日
に
「
新
春
の
つ
ど

い
２
０
１
５
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

西
南
ク
ロ
ス
プ
ラ
ザ
２
階
の
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
は
、
来
賓
を
は
じ
め
約

１
４
０
人
も
の
同
窓
生
が
集
い
、
満
席
状

態
に
。

メ
ー
ン
の
新
春
講
話
は
、
昨
年
12
月
に

西
南
学
院
大
学
初
の
女
性
学
長
に
就
任
さ

れ
た
Ｋ
・Ｊ
・
シ
ャ
フ
ナ
ー
教
授
に
よ
る
「
西

南
１
０
０
年
、
そ
し
て
次
の
１
０
０
年
へ
」

と
題
し
た
講
演
で
し
た
。
１
面
の
学
長
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
記
事
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
「
画

一
の
も
の
で
固
め
ら
れ
た
〝
お
に
ぎ
り
〟
で

は
な
く
、
華
麗
に
変
身
し
飛
び
立
つ
〝
チ
ョ

ウ
〟
に
な
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、何
事
も
、前
向
き
に
捉
え
る
こ
と
を
「
心

を
新
た
に
す
る
こ
と
」
と
表
現
さ
れ
、
常
に

成
長
し
て
い
く
こ
と
に
挑
戦
し
続
け
る
学

長
の
姿
勢
に
は
大
変
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

柔
ら
か
い
表
情
の
中
に
も
、
揺
る
ぎ
な

い
自
分
の
軸
を
持
た
れ
て
い
る
学
長
に
は
、

西
南
学
院
大
学
の
学
長
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
活
躍
す
る
女
性

の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
も
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
春
の
つ
ど
い
に
花
を
添
え
る
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
、
歌
手
の
本
田
路る

津つ

子
さ
ん

の
透
き
通
る
よ
う
な
歌
声
が
会
場
を
包
み

込
み
ま
し
た
。
本
田
さ
ん
の
リ
ー
ド
で
参

加
者
全
員
が
歌
っ
た
「
一
人
の
手
」
と
、
最

後
に
合
唱
し
た
讃
美
歌
「
わ
れ
を
も
す
く

い
し
」の
懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
歌
詞
が
、

ふ
と
学
生
時
代
に
戻
っ
た
よ
う
な
温
か
い

気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
素
敵
な
講
話
と
な

つ
か
し
い
歌
、
そ
し
て
参
加
者
の
方
々
の

笑
顔
に
囲
ま
れ
た
、
活
気
あ
る
２
０
１
５

年
の
ス
タ
ー
ト
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

新春のつどい 2015

２
０
１
４
年
５
月
28
日
、
大
学
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
就
職
課
と
西
南
ゆ
り

の
会
と
の
共
催
で
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
な
り
た
い
女
性
、

や
り
た
い
仕
事
」
を
西
南
ク
ロ
ス
プ

ラ
ザ
２
階
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で

開
き
ま
し
た
。

豊
原
彩
加
さ
ん
（
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ

Ｊ
銀
行 

・
11
期 

法
）、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

依
里
さ
ん
（
太
宰
府
天
満
宮
文
化
研

究
所
学
芸
員
・
95
期 

国
際
）、
日
高 

恵
美
子
さ
ん （
会
社
社
長 

・
82
期 

法
）

の
ト
ー
ク
と
座
談
会
に
、
約
50
名
の

在
学
生
が
参
加
。
就
職

活
動
の
体
験
談
や
仕
事

の
苦
労
話
、
や
り
が
い

に
つ
い
て
な
ど
限
ら
れ

た
時
間
で
し
た
が
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
本
年
も
５

月
25
日
（
月
）
開
催
予

定
で
す
。
ひ
と
り
で
も

多
く
の
女
子
学
生
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

第
38
回
西
南
ゆ
り
の
会
サ
ロ
ン

 

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
と
女
性
の
貢
献

野
田
順
康
教
授
が
講
話

西
南
ゆ
り
の
会
主
催
の
第
38
回
サ
ロ
ン
を
２
０
１
４

年
10
月
25
日
、
西
南
ク
ロ
ス
プ
ラ
ザ
で
開
催
。
講
師
に

お
迎
え
し
た
の
は
野
田
順
康
西
南
学
院
大
学
法
学
部

教
授
（
前
国
連
人
間
居
住
計
画
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

本
部
長
）
で
、
野
田
教
授
は
世
界
を
舞
台
に
活
躍
し
て

き
た
経
験
を
通
し
て
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進

む
中
で
ま
す
ま
す
女
性
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
時
代

に
な
る
」
な
ど
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
女
性
の
貢
献
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
講
話
で
野
田

教
授
は
「
こ
れ
か
ら
女

性
が
活
躍
す
る
た
め
に

は
、
自
己
犠
牲
の
労
働

環
境
で
は
な
く
、
女
性

の
寛
容
性
な
ど
を
生
か

し
、
家
庭
生
活
を
重
視

し
た
働
き
方
が
重
要
に

就
い
て
も
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
避
け
て
は

通
れ
な
い
状
況
に
あ
り
、
学
生
へ
の
教
育
を
徹

底
し
て
い
る
」
と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

講
話
後
は
、
西
南
Ｏ
Ｇ
で
つ
く
る
女
性
合
唱

団
「
西
南
プ
リ
エ
ー
ル
」
が
、
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ

ア
な
ど
美
し
い
歌
声
で
会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。

お
友
達
は
も
ち
ろ
ん
、
親
子
で
の
参
加
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
世
代
が
集
ま
り
、
楽
し
い
情
報
交
換

の
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

な
る
」
と
指

摘
。
さ
ら
に
日

本
で
は
少
子
高

齢
化
が
深
刻
化

し
て
い
る
が
、

世
界
的
に
見
れ

ば
人
口
が
急
増

し
て
い
る
時
代

に
入
っ
て
い
る

な
ど
と
紹
介
し

た
上
で
「
ど
の

よ
う
な
職
業
に

野田順康教授

西南プリエールが美しい歌声を披露

本田路津子さん

在学生のための
　就職支援イベント開催

新春のつどい

１
４
０
人
の
同
窓
生
が
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　

本
田
路
津
子
さ
ん
の
歌
も
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西
南
ゆ
り
の
会
も
発
足
30
周
年
を
迎
え
ま
す

西
南
学
院
が
創
立
１
０
０
周
年
を
迎

え
る
２
０
１
６
年
は
、
西
南
ゆ
り
の
会
の

発
足
30
周
年
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
30
年

間
で
女
性
の
社
会
進
出
は
目
覚
し
く
、
約

３
万
６
０
０
０
人
の
女
子
同
窓
生
も
国
内

外
の
各
界
各
層
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
大

学
生
活
を
西
南
学
院
で
過
ご
し
た
こ
と
は

私
た
ち
の
誇
り
で
あ
り
自
信
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
大
き
な
節
目
に
あ
た
り
、
女

子
同
窓
生
全
員
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す

こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
大
学
東
キ
ャ
ン
パ

ス
に
あ
る
大
学
博
物
館
前
の
花
壇
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
毎
週
一
回
、
手

入
れ
を
し
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典

が
開
催
さ
れ
る
２
０
１
６
年
５
月
14
日
に

は
白
ユ
リ
で
い
っ
ぱ
い
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
花
壇
整
備
に
必
要
な
費
用
は
、

河
野
勤
氏
（
１
９
３
２
年
卒
）
か
ら
西
南

ゆ
り
の
会
に
い
た
だ
い
た
「
河
野
基
金
」

な
ど
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
２
０
１
７
年
に
大
学

中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
に
完
成
す
る
７
階
建
て

の
新
図
書
館
に
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
贈
り

ま
す
。
正
面
玄
関
近
く
の
目
立
つ
位
置
に

設
置
さ
れ
る
予
定
で
、
白
ユ
リ
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
現
在
検
討
中
で
す
。

２
０
１
５
年
６
月
12
日
（
金
）
17
時
30
分
か

ら
、
ホ
テ
ル
日
航
福
岡
（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅

前 

２

－

18

－

25
）
で
総
会
を
開
催
し
ま
す
。

総
会
終
了
後
の
18
時
30
分
か
ら
は
、
同
ホ
テ
ル

で
大
学
同
窓
会
定
期
総
会
・
懇
親
会
も
あ
り
ま
す
。

多
く
の
卒
業
生
が
集
い
・
交
流
す
る
場
に
な
り
ま

す
よ
う
、
一
人
で
も
多
く
の
女
子
卒
業
生
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

６
月
12
日 

西
南
ゆ
り
の
会
総
会

５
月
25
日 

キ
ャ
リ
ア
支
援
イ
ベ
ン
ト

西
南
ゆ
り
の
会
と
西
南
学
院
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
と
の
共
催
行
事
。
２
０
１
５
年
５
月
25
日

（
月
）
16
時
30
分
～
18
時
10
分
、
西
南
ク
ロ
ス
プ

ラ
ザ
２
階
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
。
全
学

生
を
対
象
に
、
先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
茶
話

会
で
在
学
生
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
、
決
ま
り
次
第
、
西
南
ゆ
り
の

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

第
39
回 

西
南
ゆ
り
の
会
サ
ロ
ン

東側から見た新図書館の外観イメージ

新図書館イメージ ゆり花壇

日
時
：
２
０
１
５
年
10
月
24
日
（
土
）

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

会
場
：
西
南
ク
ロ
ス
プ
ラ
ザ
２
階

演
題
：「
こ
れ
で
あ
な
た
も

　
　
　
　

西
南
学
院
通
に
！
」（
仮
題
）

　
　
　

西
南
学
院
事
務
局
長  

高
良
研
一
氏

1949 年、
熊 本 県 生
まれ。
1973 年、
武 蔵 工 業
大学 ( 現、

東京都市大学 ) 卒業後、キャ
セイパシフィック航空会社
に入社。グローバル競争の
激しい航空業界での 32 年
間 の 経 験 を 経 た 後、2007
年から西南学院へ。

新
春
の
つ
ど
い
２
０
１
６

日　
　

時
：
２
０
１
６
年
１
月
23
日（
土
）

　
　
　
　
　
　

12
時
～
14
時

会　
　

場
：
西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

新
春
講
話
：
Ｇ
・
Ｗ
・
バ
ー
ク
レ
ー

　
　
　
　
　

西
南
学
院
院
長

百
道
会
と
合
同
で
開
催
し
、
学
院
創
立
百

周
年
の
年
の
幕
開
け
を
祝
い
ま
す
。
西
南
学

院
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ア
の
演
奏
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
1955 年、米国テ
ネシー州生まれ。
1984 年、米国サ
ザンバプテスト
神学校大学院博
士 課 程 修 了 後、

宣教師として来日。1987 年よ
り西南学院大学神学部で教鞭を
執る。2006 年～ 2014 年 学長。
2012 年に院長就任（～現在）。

９
月
26
日
に

第
10
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

西
南
学
院
大
学
は
毎
年
、
卒
業
生
を
キ
ャ
ン
パ

ス
に
迎
え
、
懐
か
し
い
仲
間
と
再
会
し
、
交
流
・

親
睦
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

対
象
は
卒
業
後
、
10
、
20
、
30
、
40
、
50
、
60

年
目
の
方
々
で
す
。
今
年
は
05
、
95
、
85
、
75
、

65
、
55
期
の
皆
さ
ん
で
す
。

進
化
し
続
け
る
母
校
を
ご
覧
い
た
だ
く
よ
い
機

会
で
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
（
参
加
は

無
料
で
す
）。◎

問
い
合
わ
せ
先

西
南
学
院
大
学  

広
報
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
２

－

８
２
３

－

３
２
４
８

E-m
ail

：koho@
seinan-gu.ac.jp



昨
年
の
第
34

回
総
会
懇
親
会

に
は
、
10
期
以

降
の
卒
業
生
も

多
数
参
加
。
若

手
の
席
に
は
女

性
の
多
い
テ
ー

ブ
ル
が
目
立
ち

ま
し
た
。
日
頃

自
分
が
利
用
し

● 

東
京
支
部 
（
２
０
１
４
年
11
月
22
日
）

て
い
る
空
港
で
奮
闘
さ
れ
て
い
る
Ｏ
Ｇ
や
、
取

引
先
企
業
勤
務
の
方
な
ど
、
意
外
と
ど
こ
か

で
す
れ
違
っ
て
い
る
か
も
と
い
う
程
、
各
所
で

皆
さ
ん
活
躍
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
卒
業
年

次
を
超
え
交
流
が
出
来
れ
ば
良
い
と
思
っ
た

次
第
で
し
た
。

吉
野 

菜
穂
子
（
99
期 

法
法
）

ごちそうを前に

● 

糸
島
西
南
会（
２
０
１
４
年
11
月
15
日
）

私
た
ち
糸
島
西
南
会
は
、
毎
年
11
月
に
総

会
・
懇
親
会
を
開
き
、
諸
先
輩
方
と
の
親
睦

を
深
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
昨
年
２
０
１
４
年
２
月
、
西
南
中
・

高
・
大
学
卒
の
月
形
祐
二
氏
（
82
期
）
糸
島

市
長
就
任
を
機
に
、
糸
島
西
南
会
は
今
ま
で

に
増
し
て
結
束
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
女
性

メ
ン
バ
ー
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、
月

形
市
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も

と
、「
若
手
女
子
」

を
巻
き
込
ん
で
、

楽
し
く
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

三
嶋 

直
子

（
00
期 

国
際
）

とっておきの笑顔で

● 
熊
本
県
支
部（
２
０
１
４
年
11
月
14
日
）

熊
本
県
支
部
の
事
務
局
を
お
引
き
受
け
し

て
か
ら
年
に
一
回
の
総
会
と
会
報
誌
を
発
行
し
、

15
号
を
迎
え
ま
し
た
。
夫（
大
学
同
期
）と
共

に
15
年
間
、
熊
本
で
の
支
部
活
動
を
続
け
て
き

て
、
そ
の
間
に
た
く
さ
ん
の
同
窓
生
と
の
出
会

い
と
交
流
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
何
よ
り
の
喜
び

で
す
。

全員が輪になって

熊
本
県
支
部
の

同
窓
会
は
、
毎
年

和
や
か
な
雰
囲
気

で
す
。
中
で
も
毎

回
お
楽
し
み
抽
選

会
は
全
員
で
輪
に

な
っ
て
盛
り
上
が

り
ま
す
。

古
﨑 

喜
代
子

（
79
期 

商
経
）

久
留
米
支
部
総
会
は
、
楢
原
利
則
久
留
米

市
長
（
71
期
）
と
末
吉
紀
雄
福
岡
商
工
会
議

所
会
頭
（
67
期
）
の
豪
華
対
談
で
幕
を
開
け

ま
し
た
。
久
留
米
や
福
岡
の
可
能
性
を
熱
く

語
る
お
二
人
に
、
会
場
を
埋
め
た
約
１
０
０

名
の
参
加
者
の
う
な
ず
く
姿
が
み
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
女
性
は
約
10
名
で
し
た
の
で
、

今
後
は
女
子
同
窓
生
と
の
つ
な
が
り
を
一
層

深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

古
賀 

敦
子
（
80
期 

外
英
）

山
田 

啓
子
（
85
期 

児
教
）

北
九
州
支
部
総
会
に

は
、
就
任
さ
れ
た
ば
か

り
の
Ｋ
・
Ｊ
・
シ
ャ
フ

ナ
ー
学
長
に
ご
出
席
い

た
だ
き
、
嬉
し
い
総
会

と
な
り
ま
し
た
。
た
だ

残
念
な
こ
と
に
参
加
者

女
性
の
出
席
は

幼
児
教
育
の
普
及
に

長
ら
く
貢
献
さ
れ
た
、

松
原
多
恵
子
さ
ん

（
55
期 

短
児
）
と
森

涼
子
さ
ん
（
56
期 

短

児
）
の
大
先
輩
お
二

人
。
松
原
さ
ん
は
、
幼
児
教
育
関
連
の
著
書
の
執

筆
や
講
演
活
動
な
ど
、
森
さ
ん
も
保
育
園
理
事
や

音
楽
活
動
な
ど
で
多
方
面
で
ご
活
躍
中
で
す
。
松

原
さ
ん
の
息
子
さ
ん
手
作
り
の
酒
と
森
さ
ん
の
美

声
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ぞ「
西
南
ス
ピ
リ
ッ

ト
」
と
も
い
う
べ
き
お
二
人
に
お
会
い
で
き
、
感

動
で
胸
が
熱
く
な
る
ひ
と
と
き
で
し
た
。

高
山 

和
代
（
68
期 

短
児
）

松
永 
恵
子
（
72
期 

短
児
）

グ
ラ
ン
デ
は
が
く
れ
の
広
間
は
１
４
０
名

の
同
窓
生
で
満
杯
で
し
た
。
佐
賀
工
業
高
校

野
球
部
吉
丸
信
監
督
（
77
期 

商
経
卒
。
過
去
、

唐
津
西
、
佐
賀
東
を
計
３
回
甲
子
園
出
場
さ

せ
た
名
将
）
の
、
昨
年
惜
し
く
も
決
勝
戦
延

長
で
夏
の
甲
子
園
出
場
を
逃
し
た
悔
し
さ
あ

ふ
れ
る
乾
杯
の
音
頭
で
、
会
場
は
一
気
に
盛

り
上
が
り
拍
手
喝
采
。

女
性
は
25
名
ほ
ど
、
職
場
か
ら
先
輩
と
参

加
の
若
手
女
子
や
、
毎
年
楽
し
み
に
参
加
し

て
い
る
と
い
う
年
配
の
６
人
グ
ル
ー
プ
な
ど

支
部
の
歴
史
を
感
じ
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
女
子
同
窓
会
の
活
動
を
知
ら

な
い
方
も
い
て
、
知
名
度
ア
ッ
プ
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

中
野 

和
子
（
70
期 

外
英
）

塚
田 

恵
美
子
（
90
期 

国
際
）

● 

広
島
支
部（
２
０
１
４
年
11
月
18
日
）

● 

佐
賀
県
支
部（
２
０
１
４
年
11
月
21
日
）

● 

久
留
米
支
部（
２
０
１
４
年
10
月
31
日
）

● 

北
九
州
支
部（
２
０
１
５
年
２
月
７
日
）

全員で大合唱

１
２
９
名
中
、
女
性
の
数
は
４
名
で
し
た
。
現
在
の

学
内
の
女
子
学
生
の
割
合
が
半
分
を
超
え
て
い
る

中
、
こ
れ
か
ら
は
母
校
と
の
繋
が
り
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
に
も
、
多
く
の
女
性
の
参
加
を
呼
び
か

け
て
い
き
た
い
で
す
。

塩
田 

英
子
（
78
期 

商
商
）

大先輩のお二人
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（2013 年 4 月 1 日～ 2014 年 3 月 31 日） （2013 年 4 月 1 日～ 2014 年 3 月 31 日）

１　第 37 回西南ゆりの会サロン
日　時　　2013 年 5 月 25 日（土）
会　場　　西南クロスプラザ 2 階
◆第一部　　
　講　師　富重順子さん
　　　　　（51 期　旧制専門学校英文科）
　　　　　寺嶋佳都子さん（同）
　テーマ　「草創期の先輩に伺う『あの頃の西南』」
◆第二部
　講　師　後藤新治さん
　　　　　（西南学院大学国際文化学部教授）
　テーマ　「ドージャー記念館（大学博物館）と
　　　　　ヴォーリーズ」

２　西南ゆりの会総会
日　時　　2013 年 6 月 14 日（金）
会　場　　ホテル日航福岡

３　第７回就職支援講座（キャリア支援講座）
日　時　　2013 年 10 月 23 日（水）
会　場　　西南クロスプラザ 2 階
テーマ　　「なりたい女性、やりたい仕事」

４　2014 新春のつどい
日　時　　2014 年 1 月 25 日（土）
会　場　　西南クロスプラザ 2 階
講　話　　山﨑建典福岡県副知事（73 期法）
　　　　　「県民幸福度日本一の福岡県を目指して」

５　機関誌「白ゆり」第 20 号発行

６　大学構内聖書植物園ボランティアに参加

７　サラマッポ会への援助
　（フィリピンの女子大学生１人に奨学金供与）

　
　
　
　

西
南
ゆ
り
の
会
会
長　

藤
井
千
佐
子
（
外
仏
73
期
）

１
面
で
紹
介
し
た
Ｋ
・
Ｊ
・
シ
ャ
フ
ナ
ー
学
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し

た
と
き
の
こ
と
。「
こ
れ
は
お
話
し
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
」

と
前
置
き
し
て
話
さ
れ
た
内
容
に
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
西
南
学

院
大
学
に
赴
任
す
る
前
、
東
京
で
日
本
語
を
学
ん
で
い
た
学
長
を
訪
ね
て

ご
両
親
が
来
日
さ
れ
た
と
き
の
こ
と
。「
一
緒
に
行
っ
た
教
会
で
、
ふ
と

気
が
つ
く
と
父
が
見
知
ら
ぬ
日
本
人
の
男
性
と
抱
き
合
っ
て
涙
を
流
し
て

い
た
の
で
す
。
父
と
同
年
輩
の
そ
の
男
性
は
『
初
め
て
敵
と
祈
っ
た
』
と
。

そ
の
時
、
私
は
父
が
沖
縄
戦
を
戦
っ
た
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
」
と

驚
か
れ
た
そ
う
で
す
。

今
年
は
戦
後
70
年
。
西
南
学
院
に
も
戦
時
中
に
悲
し
い
出
来
事
が
あ
っ

た
こ
と
を
２
０
１
３
年
６
月
に
実
施
さ
れ
た
「
西
南
学
院
学
徒
出
陣
戦
没

者
追
悼
記
念
式
」
で
知
り
ま
し
た
。
多
く
の
先
輩
た
ち
が
、
戦
場
で
若
い

命
を
散
ら
し
て
い
た
の
で
す
。
こ
う
い
う
悲
し
い
出
来
事
が
あ
っ
た
こ
と

を
ま
ず
知
り
、
記
憶
し
、
語
り
継
い
で
い
く
こ
と
が
平
和
へ
の
礎
に
な
る

の
だ
と
い
う
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。
シ
ャ
フ
ナ
ー
学
長
は
「
そ
の
教
会

で
の
出
来
事
で
、
父
に
と
っ
て
や
っ
と
戦
争
が
終
わ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
か
ら
父
は
多
く
の
日
本
人
と
友
達
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。娘
が
日
本
で
働
く
こ
と
に
大
き
な
葛
藤
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
父
。

そ
の
父
の
思
い
を
受
け
止
め
て
西
南
学
院
大
学
で
長
年
、
日
本
の
学
生
た

ち
に
向
き
合
っ
て
こ
ら
れ
た
シ
ャ
フ
ナ
ー
学
長
の
覚
悟
の
よ
う
な
も
の
を

感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

◇	

　
　
　
　
　
　

◇

１
年
後
に
迫
っ
た
西
南
学
院
創
立
１
０
０
周
年
は
、
こ
う
い
っ
た
事
実

も
含
め
て
こ
れ
ま
で
の
学
院
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
新
た
な
１
０
０
年
に

向
け
た
一
歩
を
踏
み
出
す
大
き
な
節
目
で
す
。
そ
れ
は
同
窓
会
活
動
も
同

じ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
機
関
紙
「
白
ゆ
り
22
号
」
に
挟
ん
だ

ア
ン
ケ
ー
ト
に
用
紙
に
ぜ
ひ
、
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
皆
様
一
人
ひ

と
り
の
思
い
を
女
子
同
窓
会
活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
　

項　　目 予算額 決算額 差引増減 備　　　考

繰　越　金 140,081 140,081          0 前年度よりの繰越

同窓会補助金    500,000 500,000          0 大学同窓会よりの補助金

講 演 会 費 360,000 394,000 34,000 新春のつどい会費等

西南ゆりの会
サロン費 100,000 87,000 △ 13,000 西南ゆりの会サロン会費等

カンパ積立金
取崩し 150,000 150,000 0 カンパ金の一部

雑　収　入    150,000        150,015 15 機関誌「白ゆり」の広告費
等

収入の部合計 1,400,081 1,421,096     21,015

《収入の部》 （単位：円）

項　　目 予算額 決算額 差引増減 備　　　考

講 演 会費 520,000 448,825 △ 71,175 女子在学生就職支援講座
及び新春のつどい開催費

西南ゆりの会
サロン費 140,000 116,950 △ 23,050 西南ゆりの会サロン開催費

印　刷　費 420,000 369,500 △ 50,500 機関誌「白ゆり」20 号
制作費等

会　議　費 160,000 143,315 △ 16,685 役員会開催費

通　信　費 30,000 24,960 △ 5,040 来賓、職域等への案内状
送付費用等

慶　弔　費 60,000 73,000 13,000 他大学イベントへの出席費
等

寄　付　金 50,000 50,000          0   サラマッポ会への寄付金

雑　　　費 20,081 14,289 △ 5,792 事務用品等

支出の部合計 1,400,081 1,240,839 △ 159,242

繰　越　金 0 180,257 180,257 2014 年度会計への繰越金

合　　　計 1,400,081 1,421,096 21,015

《支出の部》 （単位：円）
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㈱キャンパスサポート西南は、学校法人西南学院全額出資の収益事業法人です。
当社の社員の9割以上は西南学院出身のOB・OGで構成されています。

西南ゆりの会を応援しています。

同窓生限定ブライダル
（博物館講堂〔旧中高チャペル〕にての結婚式）

卒業生の就職支援・アルバイト紹介
（大学内パソコン貸出アルバイト等）

一般労働者派遣
（学校事務、一般事務等）

ゴスペルで創立100周年を祝おう！！

（西南学院OB･OGであれば、どなたでも可）
●会　場：
●会　費：
●練習日：

●時　間：

大学5号館106教室
3,000円/月
（第2期）第2・4水曜日
（第1期）第2・4木曜日
19：00～20：30

西南学院ならではの語学力

・日本語と英語の両言語を
母国語とするスタッフを揃
えていますので、ニュアン
スなどのあいまいな表現を
的確に翻訳いたします。
・翻訳以外でも、通訳、語学
研修、国際交流企画と
いった英語と日本語を繋ぐ
サービスも承っています。
・お電話、メールにてお気軽
にお問い合わせください。

印刷全般　等
（ポスター、チラシ、名刺、年賀状等）

福岡市早良区百道1丁目14-29　TEL.092-823-3576　FAX.092-823-3590
URL http://www.cs-seinan.co.jp

英語↔日本語の翻訳サービス
バイリンガルなスタッフだからこそ
迅速かつ適切

vol. NOV
20134

What We Do What does Campus Support 
Seinan actually do?! This third issue takes a look at 

our Life Support businesses.PART 3

We provide students with Rental Kimono for their graduation 
ceremonies. Students are able to rent Hakama (a pants style 
Kimono) and Furisode (women’s long-sleeved kimono), and 
even cocktail dresses for their special ceremonies.

～Experience These Benefits～
1 ) Come check out the on-campus exhibits between classes. 

Parents are free to join the exhibit.
2 ) We offer discounted selections from three different rental 

companies and even greater discounts for Seinan Students.
3 ) Approx. 1200 items on exhibit.
4 ) Get dressed up and take your memorial photos all on site. 

This way, you won’t have to worry about your clothes 
getting ruined by the weather or while on route.

5 ) We will be able to hold on to your belongings for you.
6 ) Change back into your regular clothes on site after the 

ceremony.
7 ) Or feel free to send in the gowns at a later date.
＜Exhibition Details＞

We hold four exhibitions on campus throughout the 
school year. On-the-spot photo printing also available.
＜Affiliated Companies＞

Seinan Gakuin University Co-op, Kyoya Corp., Shinbi Co., 
Ltd., Fujicolor Pro Photo Center Co., Ltd.

Since its open in April of 2008, our kiosk operation has strived 
to provide “Trust and Reliability” to our middle and high school 
students as well as their teachers. The shop is so loved 
because it is always stocked with great products, teaching 
materials, and original Seinan novelty gifts, all at the best 
prices.

＜Operating Hours＞ 7:30AM to 3:00PM
＜Product Lineup＞

(Stationary) Writing Materials, Notebooks, Filing 
Materials, Pens and Mechanical Pencils with the Seinan 
Logo, Seinan Logo Notebooks, Umbrellas, Raincoats, 
Gym Clothes, Shoes, Official School Bags & Bicycle 
Helmets, Sanitary Masks, Hair Pins, hair bands, and 
Teaching Materials (Dictionaries and Instructor Selected 
Texts), etc.

* Most Stationary Products are sold at 30% off the listed 
price.

Are you covered by bicycle insurance?!
Recent newspaper articles have highlighted the dangers of 
bicycles. Third party property has been damaged, as cases of 
serious injury and even death have been on the rise. We highly 
recommend all bicycle riders to extend their home or auto 
insurance to include “Extended Everyday Activity Insurance” 
that protects them from legally mandated compensation claims 
in the event of such an accident. All insurance companies offer 
this same policy. We do, however, offer policies that provide 
support specifically for students of all ages from pre-school 
children to university students so they can carry out their 
academic activities with the peace of mind that comes from 
being protected by insurance. Our company also provides 
faculty insurance to promote the welfare of our instructors.

＜For University, Secondary, Primary, and Pre-School Students＞
Children’s Complete Coverage, Daily Student Life Coverage, 
International Travel Insurance, Domestic Travel Insurance, etc.
＜For PTA＞

PTA Liability Insurance, PTA Accidental Injury Insurance, etc.

＜For Faculty＞
Group Automotive Insurance, Group Home Owner’s 
Insurance, etc.

We provide student housing at the Gakusei Kaikan (Student 
Apartments) as well as the campus dormitories. The Gakusei 
Kaikan is fully furnished, includes two meals a day (breakfast 
and dinner), and is staffed with live-in dorm parents to provide 
the students with comfort and peace of mind.
＜Affiliated Companies＞Kyoritsu Co., Ltd.
＜Location＞Nishijin

Birthdays, Farewells, and Welcoming Parties, along with 
various other anniversaries wouldn’t be complete without our 
fresh flowers, available at very reasonable prices.

＜Affiliated Companies＞
Seinan Gakuin University Co-op and Hanaya Hiyori

＜How to Purchase＞
Go to the Hanaya Hiyori counter located in the Seinan 
Gakuin Univeristy Co-op or go to www.hiyori.ne.jp to 
place an order by fax.

*Delivery available on orders over ¥3,000 to locations 
within Fukuoka City.

Insurance Agency Student Housing Services

We help students find part-time jobs at various concerts, 
lectures, and other events held on campus. 

＜Type of Jobs＞
Preparation, Reception, and Assisting in Various Events

Part-Time Job Services

We help students, staff, and lecturers organize seminar trips, 
exchange programs, training programs, and business trips 
both domestic and abroad.

＜Affiliated Companies＞
Nippon Travel Agency, JTB, Top Tour, Nishitetsu Travel, 
ANA Sales, KNT Co., Ltd., JR Kyushu, Nippon Express 
Travel Co., Ltd.

Organizing Travel Plans

We manage the 54 beverage vending machines located 
throughout the Seinan Gakuin University Campus.

＜Affiliated Companies＞
Coca-Cola West Co., Ltd., NNB Co., Ltd., Central Fukuoka 
Yakult Co., Ltd.

*All vending machines on campus are colored Seinan’s 
signature “Terre Verte Green”.

Vending Machine Management

We plan, design, and organize the production and sale of 
merchandise with Seinan’s logo on it.

Production and Sales of Original Seinan Products

Seinan Gakuin Middle and High School Kiosk Operation

Fresh Flowers

Graduation Kimono Rental

For more details, please see the backside
of this newsletter

Upcoming Events

November 29th (Friday) from 19:00

Free Public Concert

Location: University Chapel  Performer: Ms. Rutsuko Honda

November 30th, December 14th, 
and January 11th (all Saturdays) 
from 15:00

Seinan Saturday Studio

Location: 
Center for Language Education 
1st Floor  AV Studio Room

What is Seinan Saturday Studio?
Seinan Saturday Studio (SSS) is a program where 
Seinan University students can get together to practice 
speaking their  Engl ish. Daichi  K imura, Leena 
Jacobson, and Matt Barkley, all employed at our 
company, plan and organize this program. Unlike a 
university classroom where students are expected to 
study English, SSS uses games and lighthearted 
activities in order to get students to relax and feel 
comfortable speaking English. Our team continuously 
polishes the program to benefit all students from 
novice English learners to near-native speakers. We 
encourage as many students as possible to come join 
us and make this SSS program an event that promotes 
the “Seinan for Language Studies” image.

Profile
Winning the Haru-Mira Folk Contest in 1970, she made her major debut with her “Aki 
Demonainoni” (It’s Not Even Fall). Her “Mimi wo Sumashitegoran” (Quiet Your Ears) was 
widely popularized by NHK’s “Aiyori Aoku” (Bluer Than Indigo) morning TV drama. After getting married and moving 
to the U.S., she came back to Japan in 1988 and began her career as a gospel singer. Currently, she sings hymns, 
gospel, and folk songs at churches, schools, hospitals, and other welfare facilities.

We provide managerial support for the events listed below.

代表取締役　高良研一
専務取締役　宮島直行
常務取締役　山方信保
編集・発行：高良研一
印　　　刷：ＳＲプリンティングセンター

http://www.cs-seinan.co.jp/

092-823-3576 092-823-3590
〒814-0002  福岡県福岡市早良区西新3丁目12-14
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皆様のサポートをさせていただいております。私たちの紹介をいたします。

月曜日～金曜日 9:00～17:00（土日・祝日・会社休日を除く） 24時間受付

NEWS

私たちの仕事 キャンパスサポート西南って
何してんの！？ 第3回目は「ライフサポート事業」について

ご紹介します。PART.3

卒業式のレンタル衣裳をご提供しています。袴(はか
ま)を中心に、振袖、カクテルドレスなど。

～こんなメリットがあります～
1） 学内の展示会で授業の合間に、お母様とご一緒に
お選びいただけます。

2） 西南大生の特典、割引＋３社独自の割引でお得です。
3） 総展示数約1200点。
4） 式当日着付けから記念撮影まで学内で出来ます。
移動による着崩れの心配もなく雨の日でも安心。

5） お荷物を着付け場所でお預かり出来ます。
6） 式後の着替えも学内でOK。
7） 衣裳の後日返却もＯＫ。
＜斡旋内容と期間＞
年間４回程度の学内展示予約会を開催します。
試着姿の写真撮影サービスあり。
＜協力会社＞
西南学院大学生活協同組合、株式会社京屋、株式
会社新美、株式会社フジカラープロフォトセンター

2008年4月オープン以来、「信用・信頼」をモッ
トーに、中・高生徒・教職員の皆様に愛される売店を
目指しています。タイムリーで豊富な品揃え、良価な
文具他の販売、副教材、オリジナルグッズの開発・販
売も積極的に展開しています。
＜営業時間＞ 7：30～15：00
＜具体的扱い品目＞
（文具類）筆記具、ノート、ファイル、ロゴ入
（シャーペン・ボールペン）、ロゴ入ノート、傘、レ
インコート、中・高体操服、シューズ、通学カバン、
通学用ヘルメット、マスク、女子生徒用ヘアピン・
ゴム、副教材（辞書・先生指定教材など）
※文具関係は、ほとんどの商品を30%引きで販売
しています。

自転車事故の備えは大丈夫ですか!?
昨今新聞紙上等で話題になっている自転車事故によ
り、他人の生命または身体を害したり、他人の財物に
損害を与え、法律上の損害賠償責任を負った場合に
備えて、自動車保険や火災保険等に「日常生活賠償特
約」を付帯することをお勧めしております。どこの保険
会社でも可能です。
学生・生徒・児童・園児様が安心してキャンパスライフ
を送っていただけるように、また教職員の皆様の福
利厚生の一貫として各種保険を取り扱っております。
＜学生・生徒・児童・園児様向け＞
こども総合保険、学生生活総合保険、海外旅行総
合保険、国内旅行総合保険 等
＜PTA様向け＞
PTA賠償責任保険、PTA傷害保険 等
＜教職員様向け＞
団体扱い自動車保険、団体扱い火災保険 等

大学の寮とは別に西南学院大学推薦の学生会館（学
生マンション）をご紹介しています。
朝・夕の2食付き、家具・家電が備え付け、更にマ
ネージャー夫婦常駐の安心・安全な学生会館です。
＜提携会社＞株式会社共立メンテナンス
＜物件場所＞西新

誕生日、歓送迎会、または各種記念日に華やかなお
花をリーズナブルプライスでご提供しています。
＜提携会社＞
西南学院大学生活協同組合、花屋ひより
＜購入方法＞
西南学院大学生活協同組合カウンター
花屋ひより
　http://www.hiyori.ne.jp
 （faxオーダー専用フォーム）
※市内であれば、配達OK（但し3,000円以上）。

学内での様々な講演会、勉強会、イベントなど、学
生さんにふさわしいお仕事を紹介します。 
＜斡旋内容＞
講演会の受付・準備、イベントの手伝い

西南大の学内の自販機54台のメンテナンス業務を
行っております。
＜取扱い会社＞
コカ・コーラ ウエスト株式会社、西日本ビバレッ
ジ株式会社、中央福岡ヤクルト販売株式会社
※自販機の色は、西南学院のスクールカラーであ
る「テレベルトグリーン」に近いグリーン系に統
一しています。

ゼミ旅行、留学、研修旅行、出張など（国内から海外ま
で）旅行に関する手配をさせて頂きます。
＜取扱会社＞
日本旅行、JTB、トップツアー、西鉄旅行、
ANAセールス、近畿日本ツーリスト、JR九
州、日通旅行

西南学院のロゴ入りオリジナルグッズを取り扱って
います。 （企画、デザインから製造、販売まで）

保険代理業 学生マンションの斡旋 アルバイトの斡旋

旅行の手配業務

飲料用自販機の管理

オリジナルグッズの企画・販売

西南学院中学校・高等学校の売店運営

生花販売

卒業式の貸衣裳斡旋

＜オリジナルグッズの詳細は裏面に掲載＞

イベント紹介

11月29日（金）

公開演奏会

会　場：大学チャペル　　歌　手：本田 路津子 氏
11月30日㈯・12月14日㈯・
 １ 月11日㈯　　各15：00～

西南サタデースタジオ

会　場：言語教育センター1階
　　　 ＡＶスタジオ教室

西南サタデースタジオとは？
西南サタデースタジオ（SSS）では、西南大の在学生た
ちが集い、英語を使って楽しく会話する場を提供してい
ます。当社の木村大地、塩川里衣菜、バークレー・マッ
シューの３人で企画・運営を担当しています。SSSは、大
学の授業と違い英語を学ぶ場ではなく、学生の英語に対
する緊張感や障壁を少しでもとり払うことを目的として
いますので、ゲーム等を通して遊び感覚中心の内容で構
成しています。また、英語が苦手な学生でも、得意な学生
でも、いろいろな学生が気軽に来てもらえるよう今後も
内容を充実させていきたいと考えております。このSSS
が、「語学の西南」の一助になればと、担当者一同頑張っ
てまいりますので、一人でも多くの西南大生が集えるよ
うご協力お願いいたします。

プロフィール
1970年ハルミラフォークコンテストで優勝、「秋でもないのに」でデビュー。
NHK朝の連続ドラマ「藍より青く」の主題歌「耳をすましてごらん」等のヒット曲
を出した後、結婚を機に渡米。’88年帰国後、ゴスペルシンガーとして活動を再開。現在は、教会・学校・
病院・福祉施設等にて、賛美歌・ゴスペル・フォークソングの音楽活動を幅広く展開されています。

19：00開演

入場無料

当社が運営サポートをしているイベントについて案内いたします。

西南学院ゴスペルクワイア
第2期メンバー募集中！

2014年度は6月、9月、12月、2月
に2回と年間５回のステージ公演
を行いました。
無料体験レッスンを練習日に随時
行っていますので、お気軽にお問
い合わせください。

2014年12月 西南学院クリスマスライブ

＊編集後記
　巻頭特集で、就任されたばかりのシャフ
ナー学長の声をお届けすることができました。
来年2016年は西南学院創立100周年であり、
西南ゆりの会の発足 30 周年にもあたります。

今回はアンケート用紙を入れております。
約 3 万 6000 人にのぼる女子同窓生のネット
ワークをよりいっそう広げ、交流を活発にし
ていくために、みなさまのご意見をぜひとも
お寄せください。

（植村康子　92 期 国際）

アドレスはこちらです。
http://www.seinan-yurinokai.jp/
イベントのご案内や、これまでの活動報告、機関紙

「白ゆり」のバックナンバーをご覧いただけます。
是非あなたの「お気に入り」に登録してください。

「西南学院大学女子同窓会」で検索するとトップ
に出てきます。

　https://www.facebook.com/yurinokai.seinan

現在メンバー 2100 人を超え、現役
を含む同窓生が FB 上で交流をして
います。春と秋の年 2 回開催される

「オフ会」には海外からも参加者が。
100 周年に向けてますます盛り上がっています。地域、世代を
超えた同窓生の参加、お待ちしています。アドレスはこちらです。
https://www.facebook.com/groups/seinan/
※非公開グループにつき、新規参加を希望される方は、既に参加されて
いる同窓生から「招待」してもらうか、基本データから「西南」と判断
できるようにしてください。

2014 年 10 月オフ会
（福岡市）


